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生tt■tBBでをい●lJ11の町に 11

この移L〕博閣顔で

ヘプシリープルーという朝頗 (オラング産)

の首を種から育て 約 20ヶ 所に 320株 ほどを

配り 生 ごみIE肥で育てる実験を行なつていま

す。初めてのこととriぃぇ 栄 養分が多いと首

は市てにくいこと 斬 顛の成長には苗の良し忍

し 上 の影響が大きいこと ど んどん上へ伸び

上の方が肇茂 しやすいことなど ― 喜一衷しな

からいるいろ勉強させてもらっています そ し

て早く宮津の町を朝顔でいつば, こヽ飾れるよう

になることを顧っていま汽 皆さんもあちこち

にある研顔を探 して 気 分的にも涼しい夏をお

過ごし下さい

ぶらりんぐセンター

むせ生こ静雄肥どの?

いま日本では生ごみのほとんとが焼却されて

います。しかし先鴻国では脱焼却が進んでいて

先進 13ヶ 国にある焼却炉の 7割以上は日本に

集中していま坑 焼却は生ごみがもつ高栄養分

を灰にしてしまうだけでなく ダ イオキンシ

重登Rを 発生させ温暖イヒ対策上も好ましくあり

ません。生ごみを堆肥にすれば可総ごみのほと

んどはリサイクル可能になり 宮 津市の生ごみ

処理費 12を 円/年 のほ法にも協力できます。

我々が進める皆津方式ではゼオライ トを使濡し

ます ゼ オライ トは整ngづくりに最適の粘土だ

からで こ のゼオライトを阿霞海のへどろから

合成すれば 25∞ トン/年 のへどろの除去が

可能となり 阿 蘇海の津化を進めることもでき

ます 宮 津方式の普及にご協力下さい

ほくとしんさん大J支 店

橋立大九



雄 地摘
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「三豊以内の資本物で病知らす」という言葉

があります 仏 教の教え
“
身と不二
"に
通じる

もので 我々人間もその地域自然の一部であり

地元の食材を食べて宮然と調和して生きること

の大切さを教えています。自らの生ごみ堆肥で

安心で催熊な野菜ぢくりをしませんか。写真は

化学肥料と生ごみ堆肥で九大根を育てたときの

成長を比較したものです。生ごみ堆肥の効果は

期待以上によいものでした。一般に控肥の即効

性は小さいですが 畑 に入れ縦けると癒植とい

うものが地方を増強し 肥 効も年々増して農薬

と無縁な元気な野舞を首ててくれるようになり

まi

日本はいま食料の6割 を海外から輸入し こ

の輸送だけでも大量の温暖化ガスを発生してい

ま汽 フー トマイレージ (輸入よと輸送距雄を

掛け合わせたもの)と いう指標によると 日 本

人一人当たりのそれは約 4000ト ン キ ,メ ー

トル 輸 送妊離は 10000キ ,メー トル (東京

～シカゴ問)に なるといいま汽 地IP環境のこ

とを考えると 地 元で育てた野菜を地元で消費

する地産地消の考え方が 今 後ますます大切に

なつてきます。

人間が生きるのに木の実を集めていた末古の

首 人 間は採取に必要なエネルギー量の約 4結

の食料エネルギー (太陽エネルギー)を 得てい

ました 1人 が駒くことで 1家 4人 から5人 が

装えたわけです。人力で上を耕 し伸物をつくる

ようになると 耕 作に必要なエネフレイーとの約

121Fの食料エネ′レギーが得られるようになり

このゆとりが人間社会に分業化をもたらしたと

いいます で は機械化の進んだ現在はどうでし

ょう力、 機様化で収量は衆輝的に増えました

しかし燃料 化 学肥料 農 薬などに使うエネル

ギー量も飛躍的に増え 得 られる食料エネルギ
ーは 1倍以下 つまり米 1■gを資本るとき石油

も1覧 強を資本る結果になつています。ハウス

野菜は慣用エネルギー量が更に多いため 得 ら

れるエネルギー■は 1/3以 下どあ、 効率 (?)

を追い求めた結果 権 めて非効率な結果を招い

ていまち 生ごみ雅肥でよい汗をかきながら

化学肥料 農 案と無縁な食材づくりをすること

は 幼率的で地球環境にも優しいことなのです

(な尾窮郎 1地球原境をiか らみると)

城肥tr7ン ポイント

生ごみ堆肥化で厄 llな問題にウジ虫の発生が

あります。
“
ウジがIEく

"と
ぃぅ言葉どおりまさ

に瞬くように発生 し ど の生ごみ処理法もこの

虫対策に者は しています し かし処窪する上に

溝れたところがなければ 虫 は絶対に発生しま

せん。浦れたところをつくらないことが疑大の

ポイン トといえま汽 生ごみの水切りをよくす

る 高 水分のもの (スイカの皮 魚のわたなど)

を大量に入れない と の悦絆をよくして浦れた

かたまり 簡 所をつくらない などが重要で曳

特に処理箱の下部 隅 は湿気やすいので そ う

したところの対処が大切といえます 富 津方式

では日に 2回  箱 を反転 撹 絆 しますが こ れ

は主にこの虫対策のためであり 優 れた方法で

あると潤 旨しています。

生ごみ雑肥


